
台
風
十
五
号 

 

九
月
二
十
一
日
、
浜
松
に
上
陸
し
た
台

風
十
五
号
は
豪
雨
に
よ
る
爪
痕
を
各
地

に
も
た
ら
し
た
。
当
地
で
は
昭
和
四
十
九

年
七
月
七
日
の
七
夕
豪
雨
は
降
り
出
か

ら
三
日
間
で
七
百
六
十
ミ
リ
の
雨
量
を

記
録(

舜)

。
千
枚
田
の
段
々
田
ん
ぼ
は
宛

ら
滝
の
ご
と
く
で
、
語
弊
を
招
く
が
見
事

な
も
の
で
も
あ
り
、
当
地
で
も
大
き
な
被

害
を
被
っ
た
。
今
回
は
時
間
的
雨
量
が
そ

れ
に
次
ぐ
豪
雨
で
台
風
通
過
時
に
風
と

集
中
豪
雨
で
全
部
の
田
ん
ぼ
が
満
水
に

な
り
ハ
ザ
も
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
て
し
ま

っ
た
。(

写
真)

ま
た
、
十
二
号
台
風
で
崩

落
し
、
修
繕
し
た
ば
か
り
の
千
枚
田
入
り

口
と
古
宿
の
作
業
道
が
崩
落
。
軽
ト
ラ
も

通
れ
な
い
惨
状
で
稲
刈
り
、
脱
穀
に
忙
し

い
農
繁
期
に
泣
く
に
も
泣
け
な
い
状
態

で
あ
る
。
二
回
の
三
連
休
に
都
市
近
郊
か

ら
物
見
遊
山
に
訪
れ
た
多
く
の
人
た
ち

(

推
定
七
千
人)

は
こ
の
惨
状
を
見
て
棚
田

を
守
る
手
間
暇
、
厳
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ
付
け
ら
れ
、
慰
め
の
言
葉
を
多
く
頂

い
た
が
、
被
害
を
被
っ
た
百
姓
は
そ
れ
ど

こ
ろ
で
は
な
い
、
転
ん
だ
ハ
ザ
起
こ
し
に

夜
星
朝
星
の
農
作
業
に
疲
労
困
憊
の

日
々
を
送
っ
た
。 

 
 

    

                  

こ
の
災
害
に
対
し
て
苦
境
を
強
い
ら

れ
て
い
る
棚
田
の
現
状
を
行
政
も
好
意

的
に
把
握
。
台
風
十
五
号
の
災
害
の
中
で

施
設
損
壊
と
し
て
即
座
に
対
応
、
早
期
復

旧
の
目
処
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。
棚
田
百

選
、
自
然
再
生
、
都
市
近
郊
か
ら
訪
れ
る

人
々
に
憩
い
、
潤
い
を
与
え
、
人
々
に
活

力
を
見
い
だ
す
原
風
景
「
棚
田
」
と
、
そ

の
守
り
人
に
早
い
災
害
復
旧
に
よ
り
、
棚

田
の
存
続
に
大
き
な
望
み
を
得
た
。 

                                

                                

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 98 号  

景観環境 整備に出役した保 存会会員  

景
観
環
境
整
備 

十
月
二
日
、
保
存
会
は
ふ
れ
あ
い
広
場
、
千
枚
田
入
り
口
付
近
の
草

刈
り
を
行
っ
た
。
例
年
は
す
で
に
脱
穀
の
時
期
で
あ
る
が
、
本
年
は
生
長
期
の
長
雨
や
台

風
の
影
響
で
刈
入
れ
が
大
幅
に
遅
れ
、
今
日
も
稲
刈
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
な
か

二
十
三
名
の
会
員
が
草
刈
り
作
業
に
出
役
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 



新
城
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
の
稲
刈
り 

同
校
の
自
称
エ
リ
ー
ト
達
は
原
田
英

史(

保
存
会
理
事)

の
指
導
で
田
植
え
、
田

の
草
取
り
、
そ
し
て
九
月
十
八
日
、
稲
刈

り
は
ざ
架
け
を
行
っ
た
。 

               

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
脱
穀 

九
月
二
十
五
日
、
同
校
六
十
名
の
学
生
は

は
ざ
架
け
天
日
干
し
さ
れ
た
「
鈴
原
糯
」

の
脱
穀
後
。
収
穫
感
謝
祭
を
行
っ
た
。
指

導
に
あ
た
っ
た
小
山
舜
二
は
「
同
校
が
千

枚
田
で
の
食
育
実
習
は
五
年
に
な
る
。
四

谷
の
千
枚
田
は
全
部
の
田
ん
ぼ
が
湧
き

水
、
天
日
干
し
で
こ
れ
以
上
贅
沢
な
お
米

は
他
に
な
い
。
そ
れ
と
最
近
は
、
生
き
も

の
と
共
生
し
た
体
に
や
さ
し
い
米
作
り

を
目
指
し
て
い
る
。
将
来
、
食
の
プ
ロ
に

な
る
皆
さ
ん
は
食
の
原
点
で
あ
る
米
つ

く
り
を
こ
の
棚
田
で
実
践
。
米
一
粒
一
粒

の
大
切
さ
を
自
ら
が
学
ん
だ
こ
と
と
思

う
。
将
来
、
独
立
し
て
店
を
出
し
た
ら
招

待
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
締
め
く
く
っ
た
。 

              

連
谷
小
学
校 

九
月
二
十
八
日
に
稲
刈
り
を
終
え
、
田
ん

ぼ
を
守
っ
て
い
た
案
山
子
も
学
校
の
運

動
場
で
天
日
干
し
さ
れ
て
い
た
稲
の
見

張
り
を
し
て
い
た
が
十
月
十
二
日
に
脱

穀
が
行
わ
れ
た
。 

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業 

十
一
月
十
三
日
、
連
谷
お
助
け
隊
・
保

存
会
・
地
区
住
民
が
一
丸
と
な
り
「
あ
い

ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し
た
環

境
整
備
が
与
良
木
地
内
を
中
心
に
行
わ

れ
る
。
当
日
は
、
連
谷
お
助
け
隊
主
導
で

行
わ
れ
る
が
、
住
環
境
、
地
域
活
性
活
動

と
し
て
大
勢
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

サ
ミ
ッ
ト
参
加 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
十
六
名
は

十
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日
、
徳
島
県
上

勝
町
で
開
催
さ
れ
る
第
十
七
回
全
国
棚

田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
。
全
国
か

ら
参
加
す
る
棚
田
の
百
姓
と
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
、
情
報
収
集
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
棚
田
の
継
承
、
活
性
に
役
立
て
よ

う
と
意
気
込
ん
で
い
る
。 

善
意
二
題 

①
海
老
の
古
田
利
夫
さ
ん
は
、
自
ら
の
好

意
で
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
上
面
の
草
刈
り

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

助
か
り
ま
し
た
。 

②
岡
崎
在
住
の
方
か
ら
市
鳳
来
総
合
支

所
を
通
し
、
匿
名
で
「
幸
運
に
も
、
保
存 

会
の
小
山
様
と
思
わ
れ
る
方
に
お
会
い

で
き
ま
し
た
。
自
然
の
恵
み
と
地
区
の
皆 

                 

様
の
努
力
で
見
事
に
維
持
さ
れ
て
い
る 

景
色
、
お
話
に
感
激
致
し
ま
し
た
。
倒
れ

た
稲
は
無
事
に
収
穫
て
き
た
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、
棚
田
に

た
く
さ
ん
の
ハ
ザ
が
並
び
ま
す
よ
う
に

祈
っ
て
い
ま
す
。
失
礼
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
些
尐
で
す
が
ど
う
ぞ
「
千
枚
田
だ
よ

り
」
プ
リ
ン
ト
代
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。 

自
然
の
息
吹
き
を
感
じ
、
元
気
と
優
し
さ

を
い
た
だ
い
た
景
色
と
お
話
の
お
礼
ま

で
」 

 

お
志
、
あ
り
が
た
く
頂
戴
し
、

保
存
会
運
営
資
金
に
活
用
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

行 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
十
五
日 

 
 
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 
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文  
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小 

山 

舜 
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